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芥
川
龍
之
介
晩
年
の
消
息

冨
士

山

龍
之
介
が
昭
和
二
年
七
月
二
十
四
日
に
自
害
し
て

か
ら
、
い
ま
や
満
五
十
六
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

龍
之
介
と
同
時
代
の
同
僚
な
ど
に
く
ら
べ
て
、
今
や

龍
之
介
に
対

す
る
思
慕
は
深
ま
る
一
方
と
見
え
る
。

1

私
は
大
正
十
五
年
七
月
（
龍
之
介
自
害
の
恰
度
一

年
前
）
に
、
龍
之
介
を
三
ヶ
月
に
わ
た
り
診
療
し
、

診
療
か
ら
満
十
年
目
に
「
文
芸
春
秋
」
昭
和
十
年
十

月
号
に
寄
稿
掲
載
し
て
貰
っ
た
。

そ
の
後
、
龍
之
介
全
集
や
斉
藤
茂
吉
全
集
中
の
書

簡
篇
を
精
査
し
、
龍
之
介
晩
年
の
消
息
を
列
記
す
る

こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
私
の
話
は
龍
之
介
の
健
康

問
題
に
関
す
る
方
面
に
限
っ
た
も
の
で
、
文
芸
的
活

動
の
こ
と
は
、
専
門
違
い
で
あ
る
か
ら
、
ふ

れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

（
追
加
訂
正
箇
所
）

文
春
十
年
十
月
号
に
、
龍
之
介
の
年
令
（
初
診
時

の
）
を
（
卅
七
歳
）
と
し
て
あ
る
の
は
、
三
十
五
才

の
誤
り
で
あ
る
。

大
正

･
･

15
1
1

湯
河
原

中
西
屋
に
宿
泊
。

･2
19

･4
22

鵠
沼

東
家
へ

･5
25

･

妻
、
也
寸
志
の
三
人
で
鵠
沼

東
家
へ
。

6
8

･

→

斉
藤
茂
吉
か
ら
の
書
簡
（
妙
薬
を
持
参

6
16
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仕
る
べ
く
）

･
･

→

小
穴
隆
一
宛
書
簡
（
富
士
山
と
い
う
医

15
6
20

師
に
か
か
っ
た

（
富
士
曰
く
、
こ
れ
は

。
）

龍
之
介
の
誤
解
）

･

下
旬

(
多
分

～

日
か
）

25
26

6･

田
端
よ
り
佐
々
木
茂
索
宛
（
腹
の
固
ま

6
29

り
次
第
鵠
沼
へ
行
き
、
何
か
仕
事
を
し
た

い
）

･

上
旬

妻
、
也
寸
志
の
三
人
で
鵠
沼
東
家
へ
。

7･

→

室
生
犀
星
宛
（
二
十
日
過
ぎ
に
子
供
が

7
14

来
た
ら
海
へ
入
り
た
い
）

･

東
家
か
ら
付
近
の
一
軒
家
イ
の
四
号
へ

7
20

転
居
。

･

～

比
呂
志
、
多
加
志
。
田
端
か
ら
来
て
一

7
21

22
家
一
緒
に
な
る

某
日
→

田
端
の
芥
川
家
へ
手
紙
（
多
加
志
病
気
、

7（

）
比
呂
志
を
四
～
五
日
預
か
っ
て
く
れ
）
→

23
?

･

～

龍
之
介
だ
け
東
家
へ
戻
っ
た
か
。

7
26

27

･

富
士
は
東
家
で
龍
之
介
を
初
診
し
た
。

7
27

龍
之
介
一
人
ぼ
っ
ち
、
周
囲
に
誰
も
い
な
い
。

･

→

佐
々
木
茂
索
へ
書
簡
（
再
び
富
士
さ
ん

7
29

の
厄
介
に
な
る
と

（
富
士
曰
く
、
龍

。
）

之
介
の
誤
解
、
二
日
前
に
初
め
て
富
士

の
診
察
を
う
け
た
の
に
、
再
び
と
は
お

か
し
い
）

･

龍
之
介
富
士
医
院
へ
受
診
に
く
る
。

8
7

薬
と
り
に
東
家
の
女
中
二
～
三
回
く
る
、

･

龍
之
介
の
簡
単
な
手
紙
を
持
参
し
て
。

8
15

･

龍
之
介
富
士
医
院
へ
通
院
（
富
士
は
ブ

8
16

ロ
モ
コ
ル
投
薬
）
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本
人
の
要
求
に
よ
り
連
日
一
六
回
の
オ

ブ
タ
ル
ソ
ン
注
射
始
ま
る
。
連
日
と
申

し
て
も
日
曜
日
も
あ
る
こ
と
故
に
最
後

は
九
月
二
日
過
ぎ
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。

･

→

田
端
か
ら
中
根
駒
十
郎
、
室
生
犀
星
宛

9
2

の
書
簡
が
あ
る
。

･

中
旬

富
士
は
多
加
志
へ
往
診
（
イ
の
四
号
）

9

龍
之
介
の
顔
は
見
な
か
っ
た
。
多
分
東
家
か
。

･

頃

柴
さ
ん
の
二
階
家
ヘ
一
家
転
居
。

9
20

･

斉
藤
茂
吉
、
土
屋
文
明
訪
問
、
ハ
ラ
ン

9
25

１
鉢
持
参
（
長
寿
の
祈
り
を
こ
め
て
）

･

某
日

川
端
康
成
、
龍
之
介
の
紹
介
で
受
診
に

10

来
る
（
文
春
十
年
十
月
号
に
記
載
あ
り
）

･

中
旬

富
士
は
散
歩
中
龍
之
介
に
会
う
（
文

10

春
に
記
載
）

･

→

茂
吉
宛
書
簡
（
阿
片
エ
キ
ス
を
送
っ
て
く
れ
）

11
21

･

→

茂
吉
宛
書
簡
（
オ
ピ
ア
ム
あ
り
が
と
う
）

11
28

･

→

佐
々
木
茂
索
へ
書
簡
（
ア
ヘ
ン
エ
キ
ス

12
2

な
ど
食
っ
て
生
き
て
い
る
よ
う
だ
）

（

）

･

→

茂
吉
宛
書
簡

オ
ピ
ア
ム
を
毎
日
の
ん
で
い
る

12
4

･

→

茂
吉
宛
書
簡
（
ア
ヘ
ン
乏
し
く
な
っ
た
。

12
13

二
週
間
分
欲
し
い
）

･

→

茂
吉
宛
書
簡
（
お
薬
あ
り
が
と
う
）

12
19

昭
和
元

･

→

鵠
沼
か
ら
滝
井
孝
作
宛
（
鵠
沼
イ
の
四

12
25

号
と
あ
る
が
既
に
向
い
の
二
階
家
へ

移
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
イ
の
四
号
と
は

お
か
し
い
。
な
お
、
こ
の
書
簡
は
鵠
沼
か
ら

の
最
後
の
も
の
）

･

鵠
沼
で
越
年

12
31

･
･

一
家
田
端
へ
引
き
あ
げ
る
。

2
1
2
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･

→

田
端
か
ら
青
山
の
茂
吉
へ
（
阿
片
を
頂

1
22

き
お
る
事
は
、
こ
ち
ら
の
医
者
に
か
く
し

て
あ
る
か
ら
ま
た
頼
む
と
い
う
内
容
）

･
田
端
の
龍
之
介
へ
青
山
の
茂
吉
よ
り
（

2
1

バ
イ
エ
ル
社
の
眠
剤
を
送
る
な
ど
、
書

い
て
あ
る
、
こ
の
手
紙
が
茂
吉
全
集
で
は
茂
吉

か
ら
龍
之
介
宛
の
最
後
の
も
の
と
な
っ
て
い
る

）
。

･

→

茂
吉
宛
（
お
薬
あ
り
が
と
う
）

2
2

･

河
童
発
表
（

と
発
音
し
て
下
さ
い
）

K
appa

2
11

･

→
田
端
か
ら
茂
吉
宛
（
普
通
の
た
よ
り
、

3
27

薬
の
事
は
書
い
て
な
い
。
芥
川
全
集

で
は
茂
吉
宛
の
最
後
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
）

富
士
記

龍
之
介
の
姪
葛
巻
左
登
子
さ
ん
に
よ
る

と
、
二
月
以
後
は
龍
之
介
は
度
々
青
山

の
茂
吉
の
病
院
へ
受
診
に
行
っ
て
い
る

の
で
、
阿
片
を
く
れ
だ
の
、
阿
片
御
送
り

下
さ
れ
有
難
う
な
ど
の
書
簡
が
な
い
の
は

当
然
で
あ
る
。
半
年
程
前
か
ら
ず
っ
と

用
い
て
い
た
阿
片
服
用
は
中
止
で
き
る

も
の
で
は
な
い
の
で
、
死
の
前
ま
で
用
い
て

い
た
ろ
う
と
考
え
る
の
が
医
学
的
常
識

で
あ
る
。
し
か
し
二
月
以
後
は
割
合
に
元

気
の
よ
う
で
、
多
数
の
文
芸
的
発
表
あ

り
、
谷
崎
潤
一
郎
と
の
間
に
文
芸
的
論

争
も
あ
る
。
北
海
道
へ
講
演
旅
行
に
も

出
か
け
て
い
る
。

･

最
後
の
作
品
を
書
き
あ
げ
て
、
田
端
の

7
24

自
宅
で
ベ
ロ
ナ
ー
ル
及
び
ジ
ア
ー
ル
の

大
量
を
の
み
自
殺
し
た
。
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富
士
の
感
想

龍
之
介
の
死
に
つ
い
て
は
多
く
の
人
は
、
龍
之
介

の
健
康
が
わ
る
い
と
こ
ろ
へ
、
精
神
障
害
が
亢
じ
た

た
め
と
考
え
勝
ち
だ
が
、
富
士
の
考
え
で
は
、
龍
之

介
自
害
の
前
年
夏
頃
か
ら
、
斉
藤
茂
吉
が
龍
之
介
に

乞
わ
れ
る
ま
ま
に
、
阿
片
剤
を
度
々
送
付
し
（
其
の

後
も
通
院
の
度
毎
に
与
え
た
も
の
ら
し
い

、
た
め

）

に
、
龍
之
介
に
は
神
経
精
神
障
害
の
他
に
、
麻
薬

習
慣
性
が
加
わ
り
、
為
に
ま
す
ま
す
健
康
を
わ
る
く

し
、
遂
に
死
を
選
ん
だ
も
の
と
思
う
。
さ
す
れ
ば
、

龍
之
介
の
自
害
の
責
任
の
一
端
は
、
茂
吉
に
も
あ
る
も

の
と
考
え
る
。

以
上

（
昭
和
五
十
八
年
五
月
二
日
記
）

（
参
考
資
料
）

富
士
先
生
が
、
龍
之
介
の

誤
解
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
大
正
十
五
年
六
月
二
十

日
付
書
翰
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
節
堂
記
）

拝
啓

度
々
お
手
紙
あ
り
が
た
う
。
僕
は
こ
こ
へ
来

る
匆
匆
下
痢
し
、
二
三
日
立
っ
て
又
立
て
と
つ
づ
け
に

下
痢
し
、
と
う
と
う
こ
こ
の
お
医
者
に
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
。
お
医
者
の
姓
は
富
士
、
名
は
山
、
山
は
「

た
か
し
」
と
読
む
よ
し
、
唯
今
弟
に
つ
い
て
い
る
看

護
婦
に
つ
い
て
貰
ら
ひ
、
や
っ
と
パ
ン
や
半
熟
の
卵

に
あ
り
つ
い
た
次
第
、
下
痢
の
と
ま
り
次
第
帰
京
し

た
い
。
一
人
で
茫
漠
の
海
景
を
見
な
が
ら
横
に
な
っ

て
ゐ
る
の
は
実
に
寂
し
い
。
以
上

六
月
二
十
日

芥
川
龍
之
介

小
穴

隆
一

様
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（
参
考
資
料
）

そ
の
二

富
士
先
生
が

「
三
十
五
才
の
誤
り
」
と
訂
正
さ
れ
た
「
文

、

芸
春
秋
十
年
十
月
号
」
の
龍
之
介
の
年
齢
の
部
分
は
つ
ぎ
の
と

,

う
り
で
す
。
な
お
龍
之
介
を
初
診
さ
れ
た
よ
う
す
が

ま
こ
と
に
リ
ア
ル
に
描
写
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
部

分
を
こ
こ
に
掲
げ
ま
す
。

（
節
堂
記
）

（
抜
粋
）

芥
川
龍
之
介
の
憶
い
出

富
士

山

一
昨
年
医
師
法
が
改
正
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
十
ヶ

年
保
存
し
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
患
者
病
歴

箋
等
が
五
ヶ
年
で
よ
い
こ
と
に
な
り
、
其
だ
け
医
師
に
と

っ
て
は
荷
厄
介
が
減
じ
た
。
私
は
過
日
古
い
病
歴
を
、

処
分
し
て
居
る
と
一
枚
次
の
様
な
の
が
出
て
来
た
。

大
正
十
五
年
七
月
二
十
七
日

芥
川
龍
之
介
殿
（
卅
七
歳
）

病
名

神
経
衰
弱

氏
が
あ
の
静
寂
な
死
を
撰
ん
だ
の
は
昭
和
二
年
七

月
廿
四
日
で
あ
る
か
ら
正
に
１
年
前
の
事
で
、
今
か

ら
丸
九
年
前
の
事
で
あ
る
。
色
々
憶
出
さ
れ
る
侭
に

廻
ら
ぬ
ペ
ン
を
採
っ
て
見
た
。

其
は
土
用
の
盛
り
、
夕
刻
に
近
い
頃
だ
っ
た
。
程

近
い
東
家
か
ら
芥
川
氏
が
悪
い
か
ら
診
察
を
頼
む
と

の
電
話
で
出
掛
け
た
。
毎
年
の
事
な
が
ら
夏
場
の
東

家
は
避
暑
客
で
満
員
だ
っ
た
。
子
供
達
は
廊
下
で
騒

い
で
居
た
。
案
内
さ
れ
た
の
は
二
階
の
一
番
奥
六
畳

の
室
で
、
相
模
灘
、
江
の
島
が
手
に
と
る
様
に
見
え

眺
望
至
極
良
い
。
初
対
面
の
氏
は
道
す
が
ら
想
像
し

て
来
た
と
は
別
個
の
仁
で
あ
っ
た
。
文
士
と
い
う
面

影
は
ど
こ
に
も
無
い
痩
せ
た
物
静
か
な
人
で
あ
っ
た
。

梳
ら
な
い
頭
髪
は
蓬
々
と
伸
び
て
ゐ
る
、
ど
こ
か
禅

僧
と
で
も
云
い
た
い
感
じ
が
し
た
。
氏
は
元
釆
胃
腸

弱
く
ア
ト
ニ
ー
と
医
者
か
ら
い
は
れ
て
居
る
が
、
数

日
来
亦
々
胃
腸
を
害
ね
、
下
痢
、
疝
痛
等
で
苦
し
い
。

加
え
て
痔
の
工
合
も
悪
い
と
の
訴
で
あ
っ
た
。
診
察

後
食
事
に
就
き
注
意
を
与
え
た
。

元
来
氏
は
こ
れ
迄
色
々
服
薬
を
や
っ
た
勢
か
内
服

薬
と
云
う
も
の
に
対
し
余
り
信
用
を
置
か
ぬ
様
に
見

え
た
か
ら
、
肛
門
座
薬
で
疝
痛
を
緩
和
す
る
事
に
し

た

（
以
下
略
）

（
鵠
沼
海
岸
百
年
の
厂
史
）

。
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鵠

沼

郷

土

誌

年

表

伊
藤
節
堂
編

凡

例

こ
の
年
表
は
つ
ぎ
の
文
献
資
料
か
ら
集
輯
し
た
。

（
略
記
）

（
文
献
資
料
）

市

史

藤
沢
市
史
年
表
編

市
史
○
巻

藤
沢
市
史
第
○
巻

皇
国
地
誌

明
治
初
期
町
村
編
さ
ん
「
皇
国
地
誌
」

郷

土

誌

加
藤
徳
右
衛
門
「
現
在
の
藤
沢
」
復
刻
版

郡

史

高
座
地
方
事
務
所
「
高
座
地
方
の
展
望
」

市

史

研

市
史
編
さ
ん
室
「
藤
沢
市
史
研
究
」

教

育

研

藤
沢
市
教
育
研
究
所
「
社
会
科
資
料
」

大

和

史

大
和
市
教
育
研
究
所
「
大
和
教
育
史
」

絵

日

記

岸
田
劉
生
著
「
劉
生
絵
日
記
」

藤
沢
風
物

藤
沢
風
物
社
「
月
刊
藤
沢
風
物
」

藤
沢
の
文
学

北
沢
瑞
史
「
藤
沢
の
文
学
」

文
学
散
歩

金
子
晉
「
江
ノ
電
沿
線
文
学
散
歩
」

百
年
の
歴
史

高
木
和
男
「
鵠
沼
海
岸
百
年
の
厂
史
」

碑

文
集

伊
藤
節
堂
「
鵠
沼
碑
文
集
」

「

」

く
げ
ぬ
ま

鵠
沼
地
区
広
報
委
員
会

ミ
ニ
コ
ミ
紙
く
げ
ぬ
ま

年

譜

当
該
人
物
の
既
刊
書
の
年
譜
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天
養
元･

･

義
朝
の
乱
行
に
あ
い
鵠
沼
郷
の
魚
・
大
豆

1144

9
8

等
を
略
奪
さ
れ
神
人
な
ど
八
人
死
傷

（
市
史
）

治
承

･
･

源
頼
朝
鎌
倉
に
幕
府
を
開
い
て
以
来
、
鵠

1180

4
4
10

沼
は
幕
府
の
直
轄
と
な
る

（
皇
国
地
誌
）

文
治
元･

･

那
須
与
一
宗
高
鵠
沼
に
一
社
を
創
建
し

1185

3

皇
大
神
宮
を
勧
請
す

（
皇
国
地
誌
）

建
久

･
･

鵠
沼
毘
沙
門
堂
、
修
験
祐
範
に
よ
り
開
基

1195

6
8

（
皇
国
地
誌
）

寛
元

･

荒
木
源
海
鵠
沼
に
清
光
山
万
福
寺
を

1245

3

創
建
す

（
郷
土
誌
）

亨
禄
元･

権
少
都
長
良
元
、
密
厳
山
普
門
寺

1528

を
建
立
す

（
郷
土
誌
）

永
禄

･
･

鵠
沼
空
乗
寺
、
了
受
の
開
山
、
大
橋
龍
慶
の

1565

8
9

開
基
、
金
掘
山
と
号
す

（
市
史
）

天
正

･

鵠
沼
は
徳
川
氏
の
支
配
と
な
る

（
皇
国
地
誌
）

1590

18

慶
長

･

鵠
沼
の
中
二
二
〇
石
分
が
布
施
孫
兵
衛
重
次

1601

6
3

の
知
行
と
な
る
。
残
り
は
天
領

（
市
史
研
）

元
和

･

鵠
沼
の
中
布
施
孫
兵
衛
知
行
地
以
外
約
三
〇
〇
石

げ

ん

な

1617

3

（

）

は
大
橋
長
左
衛
門
重
保
の
知
行
地
と
な
る

市
史
研

寛
永

･

大
橋
重
保
死
亡
に
よ
り
鵠
沼
の
知
行
地
は
そ
の
子

1634

11

重
政
が
継
ぐ

（
市
史
研
）

慶
安

･
･

大
橋
重
政
采
地
の
内
九
石
を
空
乗
寺
に
寄
付
し

1649

2
8

将
軍
家
光
の
朱
印
を
賜
る

（
郷
土
誌
）

寛
文
元･

僧
龍
保
鵠
沼
に
一
庵
を
建
て
、
の
ち
に
善
光
山

か
ん
ぶ
ん

1661

法
勝
寺
と
な
る

（
地
誌
、
郷
土
誌
）

寛
文

･

大
橋
重
政
死
亡
以
後
鵠
沼
の
知
行
地
は
天
領
と
な
る

1672

12

（
市
史
研
）

延
宝

･

代
官
成
瀬
重
治
、
鵠
沼
幕
領
分
を
検
地
す
。
旗
本
布

1679

7

（

）

施
重
次
鵠
沼
の
知
行
地
を
検
地
す

市
史

元
禄

･
･

鵠
沼
外
五
ヶ
村
猪
鹿
に
よ
る
作
物
の
被
害
大
き
く

1694

7
9

難
渋
の
旨
訴
え
る

（
市
史
）

元
禄

･
･

鵠
沼
外
七
ヶ
村
の
年
貢
米
江
の
島
よ
り
船
積
み
さ
れ

1697

10
11

（

）

江
戸
へ
送
ら
れ
る

市
史

（

）

亨
保

･

鵠
沼
辻
堂
海
岸
に
鉄
砲
場
設
置

市
史

1728

13

（

）

宝
暦

･

普
門
寺
の
半
鐘
作
ら
れ
る

市
史

1753

3
8

（

）

明
和

･

鵠
沼
村
に
て
宗
門
人
別
帳
作
成

市
史

1769

6
3

安
永

･

空
乗
寺
領
内
渡
船
場
の
こ
と
で
争

（
市
史
）

1775

4
7

天
明
元･

･

片
瀬
村
と
鵠
沼
村
地
引
き
網
漁
場
を
め
ぐ
り

1782

7
25

争
い
、
評
定
所
の
裁
許
を
仰
ぐ

（
市
史
）

文
化

･
･

浅
場
太
市
左
衛
門
堀
川
を
改
修

（
碑
文
集
）

1808

5
8
15
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文
政

･
･

万
福
寺
の
梵
鐘
作
ら
れ
る

（
市
史
）

1821

4
10

天
保

･
･

鵠
沼
村
、
辻
堂
村
鉄
砲
場
の
開
発
始
む
（
市
史
）

1836

7

天
保

･
･

堀
川
、
山
上
新
右
衛
門
高
根
地
蔵
建
立
（
郷
土
誌
）

1843

14
2
4

嘉
永

･
･

片
瀬
、
鵠
沼
、
辻
堂
村
に
鉄
砲
場
が
増
設
（
市
史
）

1850

3

安
政

･
･

鵠
沼
村
は
細
川
越
中
守
（
熊
本
藩
）
の

1858

5

預
か
り
地
と
な
る

（
皇
国
地
誌
）

安
政

･
･

鵠
沼
村
幕
領
（
代
官
所
管
）
と
な
る
（
皇
国
地
誌
）

1859

6
2

元
治
元･

･

大
暴
風
の
た
め
空
乗
寺
本
堂
倒
壊

（
郷
土
誌
）

げ

ん

じ

1864

（

）（

）

明
治
元･

･

横
浜
裁
判
所
を
お
く

神
奈
川
県
庁
前
身

郡
史

1868

3
19

･
･

横
浜
裁
判
所
を
神
奈
川
裁
判
所
と
改
称

（

〃

）

4
22

･
･

神
奈
川
裁
判
所
を
神
奈
川
府
と
改
称

（

〃

）

6
17

･
･

鵠
沼
村
は
す
べ
て
韮
山
県
に
属
す
（
皇
国
地
誌
）

8（
藤
沢
市
史
第
六
巻
で
は
明
治
元
・
六
・
二
九
で
あ
る
）

･
･

神
奈
川
府
を
神
奈
川
県
と
改
称

（
郡
史
）

9
21

韮
山
県
管
轄
の
鵠
沼
村
は
神
奈
川
県
管

轄
と
な
る
（
皇
国
地
誌

（
藤
沢
市
史
第
六
巻
で
は

）

明
治
二
・
二
・
五
で
あ
る
）

〃

･
･

諸
藩
主
版
籍
奉
還
（
郡
史
）

1869

2
6
17

〃

･
･

鵠
沼
村
毘
沙
門
堂
、
堂
宇
を
廃
し
、
境
内
の
地

1870

3
11

は
高
松
祐
重
が
所
有

（
市
史
）

（

）

〃

･
･

廃
藩
置
県

郡
史

1871

4
7
14

･
･

神
奈
川
県
と
六
浦
藩
を
廃
合
し
て
神
奈

11
14

（

）

川
県
と
す
る

郡
史

〃

･
･

圧
屋
、
名
主
、
年
寄
な
ど
の
称
を
廃
し
、
戸
長

1872

5
4
9

（

）

副
戸
長
を
お
く

市
史

･
･

鵠
沼
普
門
寺
の
物
置
を
校
舎
と
し
て

7
12

（

）

鵠
沼
学
舎
で
き
る

郷
土
誌

･
･

暴
風
の
た
め
鵠
沼
沖
に
て
難
破
船
四
艘

7
27

（

）

溺
死
十
人

郷
土
誌

（

）

･
･

学
制
を
布
く

大
和
史

下
等
小
学
四
年

上
等
小
学
四
年

、

8
3

〃

･
･

区
番
組
制
を
実
施
、
区
に
区
長
、
副
区
長
を
お
く

1873

6
5
1

、

（

）

番
組
に
戸
長

副
戸
長
を
お
く

市
史
六
巻

･
･

鵠
沼
村
は
第
十
八
区
二
番
組
と
な
り
、
戸
長
三
觜

5
13

、

（

）

八
郎
右
ェ
門

番
組
扱
所
を
大
庭
村
に
お
く

市
史
六
巻

〃

･
･

区
番
組
制
を
改
め
大
小
区
制
を
実
施
す
る

1874

7
6

区
は
大
区
、
番
組
は
小
区
と
な
る
。
大
区
に
区
長
、

副
区
長
、
小
区
に
戸
長
、
副
戸
長
を
お
く
鵠
沼

は
第

大
区
第
２
小
区
に
編
入
。
区
長
、
戸
長
等

18

区
番
組
制
下
と
同
一
人
で
あ
る
。

（
市
史
六
巻
）

小
区
会
所
大
庭
村

〃

･
･

鵠
沼
村
戸
数

人

(

皇
国
地
誌
）

二
九
七､

人
口
一
、
九
二
二

1876

9
1
1
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明
治

･
･

鵠
沼
学
舎
の
校
舎
が
新
築
さ
れ
鵠
沼
学
校
と

1877

10
5
22

、

）

改
称

訓
導
久
木
元
寿

市
史
六
巻

、

、

助
教
三

生
徒
一
一
三
名

〃
･

･

郡
区
町
村
編
成
法
の
公
布
に
よ
り
大
小
区
政
廃
止
、

1878

11
7
22

神
奈
川
県
は
一
区
（
横
浜
区
）
十
五
郡
と
な
り
、
郡

、

（

）

に
郡
長

町
村
に
公
選
の
戸
長
を
お
く

市
史
六
巻

（

）

･
･

藤
沢
駅
に
高
座
郡
役
所
を
お
く

市
史
六
巻

12
2

〃

･
･

鵠
沼
村
の
人
家
は
字
引
地･

車
田･

上
村･

宮
ノ
前･

1879

12
2
1

宿
庭･

清
水･
苅
田･

原･

堀
川･

納
屋･

中
東･

（

）

大
東･

新
田･
石
上
の
十
四
ヶ
所
に
分
居

皇
国
地
誌

（

）

･
･

鵠
沼
宮
ノ
前
に
首
塚
の
碑
を
建
つ

碑
文
集

2

〃

･
･

郡
区
町
村
編
成
法
の
改
正
に
よ
り
戸
長
の
公
選
は

1884

17
5
7

官
選
と
な
る
（
市
史
）
各
町
村
は
連
合
戸
長
役
場

を
お
く
（
郡
史
）
鵠
沼
村
は
羽
鳥･

大
庭･
稲
荷･

、

（

）

辻
堂
と
連
合

戸
長
三
觜
小
三
郎
任
命

市
史

（

）

〃

･
･

小
学
校
令
公
布

と
な
る

大
和
史

尋
常
四
年

高
等
四
年

、

1886

19
4
10

〃

･
･

市
制
町
村
制
施
行
、
鵠
沼
村
は
連
合
組
織
か

1889

22
4
1

、

（

）

ら
分
れ
一
村
で
独
立

役
場
を
小
字
中
井
に
お
く

郡
史

「

（

）

〃

･
･

小
学
校
の
名
称
は

何
郡
何
村
立
尋
常

高
等

1892

25
3
19

」

（

）

何
小
学
校

と
す
る
よ
う
県
通
達
あ
り

大
和
史

（

）

･
･

鵠
沼
学
校
は
尋
常
鵠
沼
小
学
校
と
改
称

郷
土
史

3

（

）

こ
の
年
伊
東
将
行
旅
館
東
家
を
営
む

碑
文
集

（

）

明
治

･
･

鵠
沼
村
で
盛
進
社
若
尾
製
糸
場
始
業

市
史

1895

28
6

（

）

･
･

高
松
良
夫
鵠
沼
村
村
長
に
就
任

郷
土
史

1897

30
2

･

小
学
校
令
改
正
に
よ
り
授
業
料
廃
止
、
尋
常
小
学

1900

33

（

）

校
の
義
務
教
育
四
年
と
な
る

大
和
史

（

）

〃

･
･

鵠
沼
村
農
会
設
立
さ
れ
る

市
史

10
8

（

）

〃

･
･

尋
常
鵠
沼
小
学
校
に
高
等
科
併
置

郷
土
史

1902

35
4

（

）

･
･

江
ノ
島
電
気
鉄
道(

株)

藤
沢
片
瀬
間
営
業

〃

9
1

、

（

）

〃

･
･

鵠
沼
浦
漁
業
組
合
認
可

組
合
長
山
上
八
造

宿
庭

12
20

（

）

（

）

幹
事
横
田
栄
太
郎

苅
田

組
合
員
十
名

郷
土
史

、

（

）

〃

･
･

颯
田
尼

上
鰯
五
二
五
〇
に
慈
教
庵
建
立

〃

1903

36
11

（

）

〃

･
･

賀
来
神
社
に
帆
足
可
成
の
句
碑
を
建
つ

碑
文
集

か

く

ほ

あ

し

1904

37
3

（

）

〃

･
･

鵠
六
六
四
二
に
鵠
沼
郵
便
局
開
局

郷
土
史

1906

39
3
23

（

）

･
･

鵠
沼
引
地
一
〇
に
郵
便
鉄
柱
凾
設
置

〃

11
19

（

）

〃

･
･

尋
常
小
学
校
の
義
務
教
育
六
年
と
な
る

大
和
史

1907

40
3
21

〃

･
･

藤
沢
大
坂
町
・
鵠
沼
村
・
明
治
村
が
合
併
し
て

1908

41
4
1

（

）

藤
沢
町
と
な
る

市
史

（

）

〃

･
･

初
代
藤
沢
町
長
に
高
松
良
夫
を
選
出

〃

6
14

（

）

〃

･
･

鵠
沼
実
業
補
修
学
校
開
講

市
史
三
巻

9
17

（

）

〃

･

秋

志
賀
直
哉
鵠
沼
東
家
に
来
遊

年
譜

1911

44
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明
治

･
･

二
代
藤
沢
町
長
に
金
子
角
之
助
就
任

（
郷
土
史
）

1912

45
6
19

大
正

･
･

武
者
小
路
実
篤
鵠
沼
に
越
す

（
年
譜
）

1915

4
1

･
･

武
者
小
路
か
ら
志
賀
直
哉
あ
て
ハ
ガ
キ
「
僕
の

4
18

処
は
、
川
本
た
つ
別
荘
方
に
な
っ
た
鵠
沼
海

岸
で
郵
便
物
は
来
る
」
と
あ
る

（
文
学
散
歩
）

〃

･
･

岸
田
劉
生
、
東
京
か
ら
鵠
沼
佐
藤
別
荘
（
注

1917

6
2
22

鵠
沼
松
が
岡
二
ノ
一
）
に
移
り
、
六
月
松
本
別
荘

（

、

）

（

）

注

鵠
沼
松
が
岡
四
ノ
七
ノ
一
〇

に
移
る

年
譜

〃

･

春
谷
崎
潤
一
郎
が
鵠
沼
東
家
別
館
に
移
り
、

1918

7

（

）

十
一
月
支
那
旅
行
に
出
発

文
学
散
歩

、

（

）

〃

･
･

宇
野
浩
二

鵠
沼
東
家
で
執
筆

〃

1920

9
3

〃

･
･

鵠
沼
青
年
団
創
立

（
市
史
三
巻
）

4
18

〃

･
･

作
家
中
林
夢
想
庵
、
鵠
沼
東
家
で
中
平
文
子

4

と
知
り
合
い
結
婚

（
藤
沢
の
文
学
）

〃

･
･

鵠
沼
に
電
話
開
設

（
郷
土
史
）

8
1

〃

･
･

県
立
湘
南
中
学
校
を
鵠
沼

に
設
立

（
市
史
）

819

8
20

〃

･
･

賀
来
神
社
境
内
に
鵠
沼
海
岸
別
荘
地
開
発

12

記
念
碑
を
建
つ

（
碑
文
集
）

〃

･
･

神
明
白
旗
稲
荷
に
飯
尾
常
吉
翁

1921

2

頒
徳
碑
を
建
つ

（
碑
文
集
）

〃

･
･

県
立
湘
南
中
学
校
開
校
生
徒

人

（
市
史
）

4
20

600

〃

･
･

鵠
沼
の
作
家
今
井
達
夫
が
報
知
新
聞
に
「
鵠

10

」

（

）

沼
に
い
た
文
人

と
題
し
五
回
連
載

藤
沢
の
文
学

〃

･
･

郡
制
廃
止
さ
れ
る

（
市
史
）

1922

11
3
31

〃

･
･

宇
野
浩
二
鵠
沼
で
作
品
「
思
い
川
」
の
モ
デ
ル
と

1923

12
1

な
っ
た
村
上
八
重
（
や
え
）
を
知
る
（
文
学
散
歩
）

〃

･
･

鵠
沼
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称

（
郷
土
誌
）

4

〃

･
･

大
震
災
に
て
鵠
沼
尋
常
高
等
小
学
校
倒
壊

9
1

仮
校
舎
を
営
む

（

〃

）

（

）

湘
南
中
学
校
大
破
し
応
急
修
理
し
継
続

〃

（

）

鵠
沼
海
岸
の
慈
教
庵
倒
壊

〃

（

）

鵠
沼
海
岸

東
家
倒
壊
津
波
浸
水

〃

6642

全
藤
沢
の
被
害
、
焼
失
６
、
全
倒
壊
一
、
一
三
七
、

、

、

、

（

）

壊
一

九
一
三

死
者
一
〇
二

全
流
失
五

〃

〃

･
･

東
海
道
線
全
線
不
通
の
と
こ
ろ

9
10

こ
の
日
東
京
－
藤
沢
間
開
通

（

〃

）

（

）

〃
･

･

岸
田
劉
生
被
災
名
古
屋
へ
出
発

絵
日
記

9
16

〃

･
･

慈
教
庵
堀
川
に
再
建

（
郷
土
誌
）

1924

13
5

〃

･
･

鵠
沼
六
三
一
二
に
湘
南
学
園
創
立

（
教
育
研
）

1925

14
2
6

〃

･
･

鵠
沼
尋
常
高
等
小
学
校
再
建

（
郷
土
誌
）

3
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大
正

･
･

芥
川
龍
之
介
、
妻
、
也
寸
志
の
三
人
で
東
家
か
ら

1926

15
7
20

、

（

）

イ
の
四
号(

注

鵠
沼
海
岸

)

に
移
る

富
士
山

二
ノ
七
ノ
二

（

）

･
･

富
士
医
師
東
家
で
龍
之
介
を
初
診

〃

7
27

･
･

龍
之
介
は
柴
さ
ん
の
二
階
家
（
注
、
鵠
沼
海
岸

9
20

）

（

）

二
ノ
七
ノ
一
八

に
移
る

〃

（

）

･
･

斉
藤
茂
吉
と
土
屋
文
明
龍
之
介
を
訪
問

〃

9
25

･
･

鵠
沼
海
岸
の
蜃
気
楼
現
象
を

10
2

（

）

高
木
和
男
撮
影
す

百
年
の
厂
史

･
･

こ
の
月
川
端
康
成
龍
之
介
の
紹
介
で

10

（

）

富
士
医
院
に
受
診
に
く
る

富
士
山

こ
の
年
鵠
沼
の
高
瀬
弥
一
が
発
起
人
と
な
り（

）

江
之
島
水
道
㈱
を
創
立

郷
土
誌

（

）

昭
和

･
･

龍
之
介
一
家
田
端
へ
引
き
あ
げ
る

富
士
山

1927

2
1
2

（

）

〃

･
･

三
代
藤
沢
町
長
に
湯
原
直
平
就
任

郷
土
誌

1928

3
11
26

（

）

〃

･
･

小
田
急
江
の
島
線
開
通

市
史

1929

4
4
1

（

）

〃

･
･

四
代
藤
沢
町
長
に
隈
川
基
就
任

郷
土
誌

1930

5
2
13

（

）

〃

･
･

鵠
沼
商
業
組
合
設
立

市
史

5

（

）

〃

･
･

鵠
沼
耕
地
管
理
組
合
設
立

市
史

1931

6
5

〃

･
･

東
京
鉄
道
局
の
「
海
の
家
」
が
鵠
沼
海
岸
に
開
業

8
1

（

）

大
人

小
人

バ
ス
藤
沢
駅
か
ら
片
道
五
銭

郷
土
誌

二
〇
銭

一
五
銭

（

）

昭
和

･

五
代
町
長
に
一
木
与
十
郎
就
任

郷
土
誌

1927

6

（

）

、

こ
の
年
江
之
島
自
動
車

株

・
鵠
沼
乗
合
自
動
車

土
屋
自
動
車
商
会
が
合
併
し
藤
沢
自
動
車
（
株
）

（

）

と
な
る

郷
土
誌

（

）

〃

･
･

鵠
沼
に
小
松
製
作
所
工
場
設
立

市
史

1932

7
10

〃

･
･

日
夏
耿
之
助
病
気
静
養
の
た
め
鵠
沼
海
岸
に

1933

8
10

、

（

）

転
地
し

九
年
一
二
月
ま
で
居
住

文
学
散
歩

（

）

〃

･
･

湘
南
学
園
に
幼
稚
園
開
園

教
育
研

11
15

（

）

湘
南
学
園
小
学
校
開
園

〃

こ
の
年
鵠
沼
の
加
藤
徳
右
衛
門
「
現
在
の
藤
沢
」

（

）

を
出
版

郷
土
誌

（

）

〃

･
･

六
代
藤
沢
町
長
に
大
野
守
衛
就
任

市
史

1934

9
5
8

、

（

）

こ
の
年
鵠
沼

に

み
く
に
幼
稚
園
開
園

教
育
研

1806

（

）

〃

･
･

引
地
川
に
太
平
橋
竣
工

現
地
調
査

1935

10
4

（

）

（

）

〃

･
･

片
瀬
－
大
磯
線
県
道

湘
南
道
路

竣
工

市
史

1936

11
8
31

、

（

）

〃

･
･

日
本
精
工

鵠
沼
へ
移
転

〃

1937

12
12
1

〃
･

･

県
立
鵠
沼
プ
ー
ル
開
場
、
藤
沢
町
に

1938

13
7

（

）

管
理
を
委
託

〃

こ
の
年
、
東
家
の
当
主
長
谷
川
欽
一

（

）

東
家
を
廃
業
す

く
げ
ぬ
ま
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〃

･
･

日
本
精
工
内
に
私
立
日
本
精
工
藤
沢

1939

14
3
12

青
年
学
校
開
校

（
市
史
三
巻
）

･
･

私
立
湘
陽
中
学
校
設
置
が
認
可
さ
れ

3
31

県
立
湘
南
中
学
校
に
併
設

（
市
史
）

･
･

青
年
学
校
は
義
務
制
と
な
る

（
大
和
史
）

4
26

･
･

鵠
沼
の
県
営
プ
ー
ル
無
償
払
い
下
げ
ら
れ

7
2

町
営
と
な
る

（
市
史
）

･
･

日
本
精
工
藤
沢
工
場
は
陸
海
軍
の

7

管
理
工
場
と
な
る

（
市
史
）

･
･

鵠
沼
堀
川
農
事
実
行
組
合
設
立

（
市
史
）

9
22

〃

･
･

鵠
沼
海
水
浴
客
の
た
め
に
品
川
・
藤
沢
間

1940

15
7

に
臨
時
列
車
増
発

（
市
史
）

･
･

藤
沢
町
市
制
施
行
、
藤
沢
市
に
な
る

10
1戸

数
六
、
三
五
七
戸
、
人
□
三
二
、
四
七
九
人
（
市
史
）

（

）

初
代
市
長
に
大
野
守
衛
就
任

〃

（

）

･
･

鵠
沼
辻
堂
〓
漁
業
組
合
合
併

〃

12

〃

･
･

小
学
校
令
改
正
に
よ
り
小
学
校
は
国
民
学
校
と

1941

16
2
20

な
り
、
初
等
科
と
高
等
科
と
な
る

（
大
和
史
）

〃

･
･

二
代
藤
沢
市
長
金
子
小
一
郎
就
任

（
市
史
）

1942

17
11
30

〃

･
･

鵠
沼
海
岸
で
の
海
水
浴
は
警
察
の
許
可
を

1944

19
8
5

得
た
市
民
に
限
ら
れ
る

（
市
史
）

･
･

湘
南
中
学
校
に
併
設
の
湘
陽
中
学
校

12
17

の
廃
止
認
可

（

〃

）

〃･
･

関
東
地
方
大
雪
善
行

記
録

（

〃

）

45cm

1945

2
26

･
･

子
母
沢
寛
東
京
か
ら
鵠
沼
五
五
九
四
（
注
、
鵠
沼
海

6

岸

･
･

）
堀
川
の
別
荘
に
移
る

（
年
譜
）

7
15
4

･
･

三
代
藤
沢
市
長
に
飛
島
繁
就
任

（
市
史
）

1946
21
6
14

（

）

･
･

鵠
沼

に
鵠
洋
小
学
校
創
立

教
育
研

8
10

6150

･

夏

子
母
沢
寛
堀
川
か
ら
鵠
沼

（
注
、
鵠
沼
松
が
岡

6350

･
･

）
熊
倉
通
り
に
移
る

（
藤
沢
風
物
）

5
1
16

･
･

県
立
湘
南
中
学
校
蹴
球
部
第
一
回
国
体
で

11
3

全
国
優
勝

（
市
史
）

･
･

学
校
教
育
法
公
布
さ
れ
、
小
学
校
は
六
年

1947
22
3
31

中
学
校
は
三
年
と
な
る

（
大
和
史
）

･
･

湘
南
学
園
中
学
校
開
校

（
教
育
研
）

4
1

･
･

第
一
中
学
校
（
鵠
沼
神
明
）
及
び

5
5

鵠
沼
中
学
校
（
鵠
沼
桜
が
岡
）
創
立

（
市
史
）

･
･

県
立
湘
南
中
学
校
高
校
と
し
て
発
足

（

〃

）

1948
23
4
1

･
･

東
京
養
老
院
藤
沢
分
院
鵠
沼
に
開
設

（

〃

）

4
21

･
･

四
代
藤
沢
市
長
に
伊
沢
十
郎
就
任

（

〃

）

4
24
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･
･

藤
鵠
農
業
協
同
組
合
設
立

（
市
史
）

5
26

〃

･
･

市
警
察
署
本
鵠
沼
派
出
所
設
置

（

〃

）

7
1

昭
和

･
･

県
立
湘
南
高
校
全
国
高
校
野
球

1949

24
8
20

選
手
権
大
会
で
優
勝

（

〃

）

〃

･
･

湘
南
学
園
高
等
学
校
開
設

（
教
育
研
）

1950

25
4
1

〃

･
･

横
浜
興
信
銀
行
鵠
沼
支
店
開
設

（
市
史
）

12
16

〃

･
･

五
代
藤
沢
市
長
に
金
子
小
一
郎
就
任

（

〃

）

1952

27
3
10

〃

･
･

秩
父
宮
雍
仁
親
王
鵠
沼
別
邸
で
死
去

（

〃

）

1953

28
1
4

〃

･
･

関
東
地
方
大
雪
藤
沢
で

記
録

（

〃

）

1954

29
1
24

30
cm

〃

･
･

鵠
沼
・
片
瀬
の
電
話
自
動
化
完
成

（

〃

）

4
1

〃

･
･

ニ
エ
・
ア
ル
記
念
碑
李
徳
全
女
史
序
幕

（

〃

）

11
1

〃

･
･

鵠
沼
伏
見
稲
荷
に
高
山
昇
翁

1955

30
5
20

頒
徳
碑
を
建
つ

（
碑
文
集
）

〃

･
･

秩
父
宮
記
念
体
育
館
開
館

（
市
史
）

10
22

〃

･
･

六
代
藤
沢
市
長
に
金
子
小
一
郎
就
任

（

〃

）

1956

31
2
27

〃

･
･

鵠
沼
藤
ヶ
谷
と
片
瀬
新
屋
敷
を
結
ぷ

4

境
橋
掛
替
工
事
竣
工

（

〃

）

〃

･
･

邦
枝
完
二
は
戦
争
中
か
ら
鵠
沼
に
疎
開

8
2

し
て
い
た
が
、
こ
の
日
自
宅
（
注
、
鵠
沼
桜
が
岡
二

ノ
一
ノ
二
九
）
で
死
去
、
六
十
四
才

（
年
譜
）

（

）

〃

･
･

本
鵠
沼
郵
便
局
開
局

市
史

1957

32
6
20

（

）

〃

･
･

鵠
沼
海
岸
に
片
帆
橋
竣
工

現
地
調
査

1958

33
3
3

〃

･
･

境
川
に
上
山
本
橋
、
引
地
川
に

6

龍
宮
橋
完
成

（
市
史
）

〃

･
･

鵠
沼
の
関
東
ヤ
ク
ル
ト
製
造
（
株
）

9
13

操
業
開
始

（

〃

）

〃

･
･

鵠
沼
公
民
館
開
館

（

〃

）

1959

34
2
12

〃

･
･

日
本
電
気
硝
子
（
株
）
藤
沢
工
場

4
1

操
業
開
始

（

〃

）

〃

･
･

引
地
川
に
日
の
出
橋
竣
工

（
現
地
調
査
）

5

〃

･
･

鵠
沼
小
学
校
火
災

（
市
史
）

9
29

〃

･
･

第
一
回
市
民
俳
句
会
を
鵠
沼
公
民
館

11
23

に
て
開
催

（

〃

）

〃

･
･

第
一
回
市
民
音
楽
祭
を
秩
父
記
念

11
29

体
育
館
で
開
催

（

〃

）

〃

･
･

七
代
藤
沢
市
長
に
金
子
小
一
郎
就
任

（

〃

）

1930

35
2
26

〃
･

･

湘
南
海
岸
公
園
完
成

（

〃

）

7
13

〃

･
･

鵠
沼
女
子
高
等
学
校
設
立
（
前
身
、
平
塚

1961

36
4
1

高
等
家
政
女
学
校
）

（

〃

）

〃

･
･

鵠
沼
プ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン
開
場

（

〃

）

7
20
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〃

･
･

消
防
署
鵠
沼
主
張
所
開
設

（
市
史
）

1962

37
7
19

〃

･
･

市
立
中
図
書
館
開
館

（

〃

）

1963

38
10
1

〃
･

･

八
代
藤
沢
市
長
に
金
子
小
一
郎
就
任

（

〃

）

1964

39
2
26

〃
･

･

引
地
川
に
稲
荷
橋
竣
工

（
現
地
調
査
）

3

〃

･
･

鵠
沼
保
育
園
認
可

（
市
史
）

6
1

〃

･
･

新
住
所
表
示
鵠
沼
の
一
部
で
実
施

（

〃

）

8
1

〃

･
･

小
田
急
の
特
急
え
の
し
ま
運
転
開
始

（

〃

）

1965

40
3
1

〃

･
･

湘
南
海
岸
公
園
に
平
和
の
像
完
成

（

〃

）

3
31

〃

･
･

空
乗
寺
大
橋
重
政
の
墓
が
市
の

5
31

文
化
財
に
指
定

（

〃

）

〃

･
･

鵠
沼
駅
前
郵
便
局
開
局

（

〃

）

9
1

〃

･
･

ニ
エ
・
ア
ル
記
念
碑
再
建
除
幕
式

（

〃

）

9
18

〃

･
･

鵠
沼
神
明
、
本
鵠
沼
、
鵠
沼
海
岸

10

で
新
住
居
表
示
実
施

（

〃

）

（

）

〃

･
･

引
地
川
に
高
山
橋
竣
工

現
地
調
査

1966

41
3

（

）

〃

･
･

鵠
沼
に
八
部
公
園
開
園

市
公
園
課

1967

42
4
1

（

）

〃

･
･

藤
沢
市
人
□
二
〇
万
人
を
突
破

市
史

11
15

（

）

〃

･
･

九
代
藤
沢
市
長
に
金
子
小
一
郎
就
任

〃

1968

43
2
26

（

）

〃

･
･

引
地
川
に
上
村
橋
竣
工

市
史

3

〃

･
･

子
母
沢
寛
、
鵠
沼
松
が
岡
五
ノ
一
ノ
一
六
の

7
19

（

）

（

）

自
宅
で
死
去

七
十
五
才

藤
沢
風
物

（

）

〃

･
･

鵠
沼

に
市
民
会
館
完
成

市
史

2121

7
31

（

）

〃

･
･

引
地
川
に
清
水
橋
竣
工

現
地
調
査

9

、

（

）

〃

･
･

引
地
川
に

み
ど
り
は
し
竣
工

〃

1969

44
3

〃

･
･

市
民
会
館
前
及
び
鵠
沼
橋
そ
ば
に
県
下

6

初
の
ス
ロ
ー
プ
式
横
断
歩
道
橋
完
成

（
市
史
）

〃

･
･

渚
橋
下
湘
南
遊
歩
道
新
設

（

〃

）

9
22

（

）

〃

･
･

引
地
川
に
龍
宮
橋
竣
工

現
地
調
査

1970

45
3

〃

･
･

鵠
沼
女
子
高
校
鼓
笛
隊
が

3
21

万
国
博
覧
会
で
演
奏

（
市
史
）

〃

･
･

引
地
川
に
緑
地
公
園
開
園

（

〃

）

4
1

〃

･
･

鵠
沼
海
岸
四
ノ
七
に
鵠
南
小
学
校
創
立

（

〃

）

4
1

〃

･
･

引
地
川
に
富
士
見
橋
竣
工

（
現
地
調
査
）

8

〃

･
･

市
の
木
「
ク
ロ
マ
ツ
」
市
の
花
「
フ
ジ
」

8
10

に
決
定

（
市
史
）

〃

･
･

引
地
川
に
作
橋
竣
工

（
現
地
調
査
）

1971

46
3

〃
･

･

鵠
沼
に
神
明
保
育
園
認
可

（
市
史
）

4
1

〃

･
･

鵠
沼

の
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
市
医
師
会

11
3

2162

が
休
日
診
療
所
を
開
設

（
市
史
）

〃

･
･

十
代
藤
沢
市
長
に
葉
山
峻
就
任

（

〃

）

1972

47
2
26
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〃
･

･

鵠
沼

中
央
図
書
館
前
に
藤
沢
名
誉

2121

5

（

）

民
片
山
哲
先
生
の
像
建
つ

碑
文
集

〃

･
･

市
民
会
館
開
館
以
来
五
、
〇
〇
〇
組
目
の

1973

48
11
11

（

）

結
婚
式
が
行
わ
れ
る

市
史

（

）

〃

･
･

駅
南
□
に
江
ノ
電
百
貨
店
開
店

〃

1974

49
5
25

〃

･
･

江
ノ
電
藤
沢
駅
を
江
ノ
電
百
貨
店

6
7

（

）

二
階
に
移
設

市
史

〃

･
･

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鵠
生
園

8
1

（

）

開
園

市
史

〃

･
･

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

1975

50
6
1

（

）

太
陽
の
家
開
設

市
史

（

）

〃

･
･

十
一
代
藤
沢
市
長
に
葉
山
峻
就
任

〃

1976

51
2
26

（
あ

と

が

き

）

鵠
沼
の
歴
史
年
表
に
つ
い
て
は
、
私
が
入
会
し
た
昭

和
五
十
四
年
当
時
か
ら
の
私
の
要
望
で
あ
り
、
か
つ
念

願
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
い
つ
の
間
に
か
四
年
の
歳
月
が
流
れ
、
花
は
移

ろ
い
、
人
は
変
わ
り
、
つ
い
に
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で

私
が
編
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

名
付
け
て
「
鵠
沼
郷
土
史
年
表
」
と
し
て
内
容
は
「
源

義
朝
か
ら
葉
山
峻
ま
で
」
お
よ
そ
八
百
年
に
わ
た
る
鵠

沼
の
厂
史
の
圧
縮
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
年
表
の
特
色
は
、
事
項
ご
と
に
出
典
を
明
記
し

た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
文
献
資
料
の
索
出
が

可
能
と
な
り
、
鵠
沼
を
語
る
者
に
と
っ
て
は
、
最
も
便
利

な
必
携
で
あ
る
と
信
ず
る
者
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
惧
れ
る
こ
と
は
、
浅
学
非
才
の
私
が
、
事
項
を
正

し
く
取
捨
選
択
で
き
た
か
ど
う
か
で
あ
り
ま
し
て
、

先
学
諸
兄
の
御
指
摘
な
ら
び
に
御
教
示
を
お
願
い

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

（
昭
和
五
八
・
六
・
一
七
編
者
誌
）
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